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食品衛生レビュー№45●ノロウイルス大流行　大型のノロウイルス食中毒が続発
　12月になって、大型のノロウイルス食中毒が続発しています。新潟県で学校給食に提供された「あんころ餅」で445人が発症、広島県では仕出し弁当で1,052人が発症、山梨県でも仕出し弁当で319人が発症。広島県、山梨県の事例は、まだ調査途中ですので、発症者は今後大きく増えると思います。３事例とも調理等の従事者にノロウイルス感染者がいて、従事者からの汚染が疑われます。
　今年のノロウイルスの型は、2006／2007に大流行したＧⅡ/４の変異株です。ノロウイルスは遺伝子が直ぐに変異するので感染予防のワクチンはありません。先ずは感染しないことです。丁寧な手洗い、うがいが有効です。
飲食店での食中毒予防の一番の対策は、調理前の丁寧な手洗いです。感染しても症状が出ない不顕性感染者がいて、その人もノロウイルスを排出します。気持ちが優れない時のゲップでも口の中へノロウイルスが上がってきます。
年末にかけて食中毒が発生したら、書き入れ時の年末年始の営業に大きい影響を与えますので、従業員への指導が重要です。いくら忙しくても、下痢等の症状がある場合には出勤をしないことを徹底する必要があります。
　初めに紹介した食中毒事例の、地元紙の新聞報道は次のとおりになっています。
胃腸炎実は給食の川渡餅の食中毒445人症状
上越タウンジャーナル12月7日 2012年[19:41]

新潟県上越市内の小中学校でおう吐や下痢の症状で欠席する児童生徒が相次いだ問題で県福祉保健部は2012年12月7日、小中学校の給食で提供された「川渡り餅」が原因のノロウイルスによる食中毒だったと発表した。小中学校７校の児童生徒、教職員合計４４５人が症状を訴えた。上越保健所は川渡り餅を学校に納入した同市稲田３の幸味屋菓子店を８～10日の３日間営業停止処分とした。
　同店は小学校３校と中学校５校に川渡り餅を納入した。11月30日に東本町小、大町小、大手町小、12月3日にはいずれも板倉区の針小、宮嶋小、山部小、豊原小、板倉中で合計１５８７人がこの川渡り餅を食べ、宮嶋小を除く児童生徒、教職員445人が症状を訴え、このうち小中学生７人が入院した。
　上越保健所が調べた結果、患者に共通する食事が同店の川渡り餅に限られ、患者と同店で餅を作った人の便からノロウイルスが検出されたことから食中毒と断定した。患者は全員快方に向かっているという。
　上越市教育委員会は、８小中学校の給食室の消毒を行う。
　川渡り餅は、無病息災を願って12月１日に食べる上杉謙信にちなんだあんころもち。毎年12月１日に前後して、市内の多くの小中学校の給食に出されている。
弁当食中毒　過去最大規模に
中國新聞'12/12/15
ダイヤス食品広島支社（広島市安佐北区）が製造、販売した弁当による集団食中毒で、広島市保健所は14日、発症者数が1,052人に上ったと発表した。市内で起きた集団食中毒では、過去最大規模の被害になった。
　市保健所によると、発症者数は14日正午現在、広島県内285社・団体の1,052人に拡大。新たな入院患者は出ていない。前日までに確認された発症者数は627人だった。
　原因のノロウイルス（小型球形ウイルス）は14日、新たに同支社従業員１人と発症者９人の便から検出された。問題の弁当は10日か11日に販売された２種類で、昼食向けに１日約4,700食が県内約1,400社・団体に届けられた。

　記録が残る1989年以降、市内で発生した集団食中毒で最も発症者数が多かったのは、2008年１月に業者の弁当などを食べた749人のケース。ノロウイルスが原因だった。
弁当食中毒　ノロウイルスと断定 
県内　新たに７９人発症、３１９人に
山梨日日新聞2012年12月16日（日）
仕出し弁当会社「まもかーる」（山梨市下石森、志村正文社長）の店舗「るんるんランチ」（甲斐市玉川）が製造した弁当を食べた人が、嘔吐（おうと）や下痢などの症状を訴えた集団食中毒で、県は１５日、原因物質をノロウイルスと断定した。新たに79人の発症者を確認し、食中毒症状を訴えた人は計319人となった。同店が弁当を提供した約千事業所のうち、約９００事業所とは連絡が取れておらず、県は患者数がさらに増えるとみている。
　県衛生薬務課によると、同店の弁当を食べた後、食中毒症状を訴えた患者24人を調べたところ２１人からノロウイルスを検出。ノロウイルスは12～48時間程度で発症するため、10～12日に提供された弁当が食中毒の原因とみている。同店の調理員や配送担当者ら43人中11人からもノロウイルスが検出された。
　同店は峡中、峡北、峡南地域などの事業者約千カ所に１日当たり3,800食を提供。15日午後５時までに新たに79人の発症者を確認した。県は、引き続き弁当が提供された事業所に連絡を取り、患者数の把握を進めている。
　一方、「まもかーる」は週明けの17日から、社員が各事業所を訪問し、食中毒について謝罪する方針。志村社長は「ノロウイルスが原因の食中毒を起こしてしまい、本当に申し訳ない。症状があった人に誠心誠意、対応していく」としている。〈笈川和男〉
